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2022 年 6 月 24 日、東京大学駒場キャンパスにて、映画『北のともしび』特別先行試写会

および記念特別対談が開催された。新型コロナウイルス対策の観点より東京大学の関係者
のみでの開催となった本イベントでは、映画『北のともしび』の上映後、東志津監督と、映
画の監修を担当した東京大学大学院・石田勇治教授の対談が行われた。 
映画『北のともしび』は、ナチ・ドイツの時代、ハンブルク郊外にあったノイエンガンメ

強制収容所で「結核の人体実験」に利用された 20 人の子どもたちの存在に焦点を当て、戦
後の人々がどのように彼らと向き合っているかについて追ったドキュメンタリーである。
さまざまな国と環境で生まれた 5歳から 12歳のユダヤ人の子どもたちはノイエンガンメ強
制収容所に集められ、「人間の結核への免疫を調査する」という名目で、ナチ親衛隊の医師
ハイスマイヤーによって生きた結核菌を投与された。この映画を通じて、犠牲となった子ど
もたちの存在を忘れないために活動する強制収容所跡の記念館のスタッフや、遺族の姿が
描き出されている。 
試写会後の東監督との対談の中で、石田先生が、「ドイツ人だと反省の念が強くてこのよ

うな映画は作れないと思う」と話していたことが印象的であった。筆者がベルリンへ訪れた
際に出会ったドイツ人の 70 代の男性は、筆者自身がナチ時代に興味があり、ザクセンハウ
ゼン強制収容所を訪れようと思っていることを伝えると、怒った顔で「そんなことを学ぶの
はやめなさい」と言った。この男性の奥様はイタリア人であったが、男性に対して「せっか
くドイツまで来てくれたのに、学びの機会を奪ってはならない」と言って強制収容所へ行く
よう促してくれた。後日、男性からは、「『戦争でのドイツの負の歴史』を背負い続けてきた
からこそ、『ナチは恥ずべきこと』と強く認識していて、できる限り掘り起こされたくない
事実だった」と謝罪のメールが来た。この出来事を対談から思い出し、ドイツ人とその他の
国の人の感覚の違いを強く実感した。 
この映画には印象深いシーンが多い。20 人の子どものうちの 1 人の兄弟で、アウシュヴ

ィッツを生き抜いたイザクさんは、自らの腕に残る囚人番号について、「この入れ墨は恥ず
べきものではない。恥ずべきは入れた側であって、入れられた側は何も恥ずべきではない」
と劇中で述べている。あの時代と環境を経験したからこそ、この記憶を絶対に後世に伝えな
ければならないというイザクさんの覚悟と責任の重みが十二分に伝わってくる印象的なシ
ーンであり、イザクさんの言葉が非常に力強く響いた。 
強制収容所での生活を実際に体験した「生の記憶」を持つ人が少なくなっていく中で、日

常的な学びの機会として、ホロコーストの生存者から直接話を聞くことができる場が提供
されていることは非常に貴重なことである。ナチ・ドイツの時代の悲劇を繰り返さないため



にこの「生の記憶」を後の世代に語り継いでいかなければならないという教訓をこの映画か
ら得ると共に、映画「北のともしび」自体が後世にナチ・ドイツで起こった惨事を語るため
の大きな役目を果たしていると感じた。 
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